
 
 
 

 

　　６月の野外活動では、「この野外活動で、『安全』『楽しく』『協力』この３つを

守って最っ高の思い出にしましょう！」という子どもたちが考え出した目標のもと活動を進めて

いきました。様々な場面でこの目標を意識して活動することができたと感じています。そして、大切なこ

とは、野外活動での学びをこれからの自分の生き方につなげていくことです。残りわずかな１学期、学び

を積み重ねていきたいと思います。 

 

沖縄戦から学ぶ 
　６月１９日（金）、崎浜盛喜（さきはませいき）さんをゲストティーチャーに招いて、沖縄戦についてお話を聞かせてい

ただきました。崎浜さんは戦後のすぐの沖縄に生まれ、アメリカ占領下の沖縄で育った方です。沖縄戦はどのような

ものだったのかという話に始まり、まちがった教育を受けてきたことによる悲惨な事件、戦争と差別によって人権を

無視され命を奪われた沖縄の思いを聞くことができました。そして、話の最後には、自分たちの未来は自分たちで決

める「自己決定権」を正しく行使するためのには「勉強」をすることが大切であると伝えていただきました。崎浜さんに

伝えていただいたことを自身の中で消化し、考え方、生き方につなげていってほしいと思います。 
 
【子どもたちの感想より】 
・私は、崎浜さんの話を聞いて、これからの人生どうやって生きていくかが変わりました。一番心に残っている崎浜さ

んの言葉が、「時間は、人生の１つ。『今』が人生」と言われたことで、なんか先のばしにしてきたことを、やらなきゃっ

て思わせてくれる言葉だと思います。だから、その言葉を大切にして、先のばしにしていたこともがんばって、少しず

つ終わらせていこうと思います。 
・崎浜さんの話を聞いて、「時間」って大切だなと思いました。時間はどういう使い方をしても時間はすぎていきます。

これからどういう使い方をしていくのかを考えながら生活していこうと思います。 
・戦争はあってはならないことだと実感したし、そのときは命をむだにつかったり命をかるく思っている。差別は差別

するほうが原因をつくっている。人生は一人一人あって人生は自分で選べる。人生は人に強要される必要はない。

だから命をむだにしてはいけない。 
 

 

７月の引き落とし（引き落とし日７/１５） 
 


